
令和７年度全国病弱虚弱特別支援学校長研究協議会

本校中学部における「保健体育科」の取組

令和７年６月２７日（金）

青森県立青森若葉養護学校 蝦 名 文 博



本日の話題

１ 青森県立青森若葉養護学校について

２ 本校中学部における

保健体育科の指導について



（１）青森県内の特別支援学校
青森県の地図

県立２０校、国立１校。

視覚障害：２校
聴覚障害：３校
知的：７校（高等支援２校）
肢体不自由：３校
知肢併置：４校（高等支援１校）
病弱：２校

七戸養護学校（知･肢）

むつ養護学校（知･肢）

八戸盲学校（視）
八戸聾学校（聴）
八戸第一養護学校（肢）
八戸第二養護学校（知）
八戸高等支援学校（知）

県立盲学校（視）
青森聾学校（聴）
青森第一養護学校（肢）
青森第二養護学校（知）
青森第一高等養護学校（知・肢）
青森第二高等養護学校（知）
青森若葉養護学校（病）
浪岡養護学校（病）

森田養護学校（知･肢）

黒石養護学校（知）

弘前聾学校（聴）
弘前第一養護学校（知）
弘前第二養護学校（肢）
弘前大学附属特別支援学校（知）

１ 青森県立青森若葉養護学校について

http://map.yahoo.co.jp/address/imap/admi02.map


（２）青森市内の特別支援学校

１   県立盲学校（視覚）

  ２  青森聾学校（聴覚）

  ３  青森第一養護学校（肢体）

  ４  青森第二養護学校（知的）

  ５  青森第一高等養護学校（知的・肢体）

  ６  青森第二高等養護学校（知的）

  ７  青森若葉養護学校（病弱）※青森県立中央病院に隣接

  ８  浪岡養護学校（病弱） ※国立病院機構 青森病院 に隣接

１ 青森県立青森若葉養護学校について



（３）本校の対象児童生徒について

○青森県立中央病院に入院している児童生徒
（院内またはベッドサイド）

○医療機関で継続して治療を受けている児童生徒
（家庭から通学）

※現在の関係医療機関 ７病院

それぞれの病院と年３回の支援連携会議を実施

１ 青森県立青森若葉養護学校について



（4）令和７年度の在籍状況 (R7.5.31現在)

小学部  ５名
中学部  １１名
高等部  ９名  計２５名

※今年度は入院生 ０名（全て自宅通学生）

訪問学級対象の児童生徒 ０名

社交不安の傾向が強く見られる生徒に対して、オンラインで

の授業も行っている。

１ 青森県立青森若葉養護学校について



（5）児童生徒の疾患の状況

小学部

１ 青森県立青森若葉養護学校について

慢性疾患

60%

がん・白血病

20%

筋ジス

0%

整形外科

0%

精神疾患

20%

てんかん

0%

慢性疾患 がん・白血病 筋ジス 整形外科 精神疾患 てんかん

・慢性呼吸器疾患
・先天性良性腫瘍
・免疫性血液疾患

・白血病

・適応障害



（5）児童生徒の疾患の状況

中学部

１ 青森県立青森若葉養護学校について

慢性疾患

27%

がん・白血病

0%

筋ジス

0%

整形外科

0%

精神疾患

64%

てんかん

9%

慢性疾患 がん・白血病 筋ジス 整形外科 精神疾患 てんかん

・遺伝性代謝疾患
・小児慢性炎症性関節疾患
・消化器疾患

・気分障害
・適応障害 他

・てんかん



（5）児童生徒の疾患の状況

高等部

１ 青森県立青森若葉養護学校について

慢性疾患

22%

がん・白血病

0%

筋ジス

0%

整形外科

0%

精神疾患

56%

てんかん

22%

慢性疾患 がん・白血病 筋ジス 整形外科 精神疾患 てんかん

・慢性疼痛疾患
・自己免疫疾患

・気分障害
・適応障害 他

・てんかん



運動やスポーツを、

その価値や特性に着目して、

楽しさや喜びとともに体力の向上の果たす役割の視点から捉え、

自己の適性等に応じた「する・みる・支える・知る」の多様な

関わり方と関連付けること

（中学校学習指導要領解説 保健体育編）

２ 中学部「保健体育科」の指導について

＜体育の「見方・考え方」＞



・継続治療が必要な内部疾患のある生徒

→幼少期からの遊びを通した運動経験の不足、

入院による学習空白

・精神疾患の診断を受けて小学部高学年または中学部入学段階

から本校に転入した生徒（半数以上）

→不登校による学習空白、

失敗経験によるトラウマ、

運動の楽しさを感じる経験の不足

２ 中学部「保健体育科」の指導について

＜本校生徒の実態＞



身体面：身体イメージの弱さ、身体操作の理解不足

・柔軟性の乏しさ

・姿勢の悪さ

・動きのぎこちなさ

２ 中学部「保健体育科」の指導について

＜本校生徒の実態＞



精神面：苦手意識、失敗への防衛意識

・運動することの苦手意識

・集団で学習することの苦手意識

・失敗に対する強い抵抗感

２ 中学部「保健体育科」の指導について

＜本校生徒の実態＞



①運動やスポーツの特性や価値に着目するためには

・自己を肯定的に捉える気持ち

・運動の楽しさや心地よさを実感する経験

２ 中学部「保健体育科」の指導について

＜本校生徒に体育の見方・考え方を身に付けるために…＞



②体力の向上に果たす役割を理解するためには

・運動を肯定的に捉える気持ち

（運動が自分にとって価値あるものだという気持ち）

・多様な関わりをもとうとする気持ち

２ 中学部「保健体育科」の指導について

＜本校生徒に体育の見方・考え方を身に付けるために…＞



体つくり運動

「体を動かす楽しさや心地良さを味わうとともに、

健康や体力の状況に応じて体力を高める必要性を認識し、

学校の教育活動全体や実生活で生かすことができる」

（中学校学習指導要領）

２ 中学部「保健体育科」の指導について

＜本校生徒に体育の見方・考え方を身に付けるために…＞



①単元を設定しての指導

a 体ほぐし運動

b 体の動きを高める運動

c 実生活に生かす運動の計画

「見方・考え方を働かせる場面」

を組み合わせて計１０時間

２ 中学部「保健体育科」の指導について

＜体つくり運動＞



a 「体ほぐしの運動」

体を動かす楽しさや心地よさを味わい、

心と体の関係に気付き、

仲間と積極的にかかわる。

【具体的には】

発達動作(基本動作)、いろいろな走り方、ストレッチ 等

２ 中学部「保健体育科」の指導について

＜体つくり運動＞ ①単元を設定しての指導



b 「体の動きを高める運動」

ねらいに応じた動きを持続する能力を高めるための

運動を行い、

それらを効率よく組み合わせて取り組む。

【具体的には】

体幹運動、人や物に合わせる動き、

２ 中学部「保健体育科」の指導について

＜体つくり運動＞ ①単元を設定しての指導



ｃ 「見方・考え方を働かせる場面」

○自己の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫する

とともに、自己の考えたことを他者に伝える。

○自己の心と体の状態を把握し、体を動かす楽しさや心地よさを求めて

自ら進んで体を動かそうとしたり、自己の課題の解決に取り組んだりする。

【具体的には…】

振り返り「する、みる、支える、知る」多様な関わりでの振り返り

楽しさや満足感、達成感、連帯感を自覚できる言葉かけ

個々が力を発揮できる役割の設定

２ 中学部「保健体育科」の指導について

＜体つくり運動＞ ①単元を設定しての指導
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　た課題をこなすだけ

　でなく、考えを働か

　せる場面を設定する
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評価方法

知 〇 〇 〇 発問に対する応答

運 〇 〇 〇 〇 〇 観察

思 〇 〇 〇 〇 〇 発問に対する応答

主 〇 〇 〇 〇 〇 発言・観察

※ は体ほぐしの運動の内容

は体の動きを高める運動の内容

太枠は、学習内容の中で特に見方・考え方を働かせる場面

※　③と⑥は、外部講師を招聘した授業
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②学習効果を上げるための工夫・配慮

○外部専門家の活用（※１）

○多様な関わり（する、みる、支える、知る）での振り返り（※２）

○集団活動の中での個別性への配慮

（はじめは全員で同じ内容、段階的に一人一人が内容を選択）

○１単位時間の活動への見通し・単元の活動への見通し

○単元終了後も通年で「体つくり運動」の時間を設定

２ 中学部「保健体育科」の指導について

＜体つくり運動＞



２ 中学部「保健体育科」の指導について

＜体つくり運動＞ ②学習効果を上げるための工夫・配慮

講師 川戸 元貴 氏

（一般社団法人BLUE tise impression 代表理事 ）

・男子新体操ジュニアクラブの立ち上げ

・地域に根ざした活動
幼児体育巡回指導、講演、イベント企画制作 等

・「コオーディショントレーニング」の高い専門性
あらゆるスポーツ競技に適応できる動きのきっかけ作り、
純粋に運動を楽しみ健康になってもらうための指導方法

※１ 外部専門家の活用



２ 中学部「保健体育科」の指導について

＜体つくり運動＞ ②学習効果を上げるための工夫・配慮

外部専門家とのチーム･ティーチング

・授業前には、本校中学部生徒の実態や指導目標や指導内容等の共有

・役割分担

川 戸 氏：「自ら進んで体を動かす＝学びに向かう力」を引き出す役割を依頼し、

楽しく体を動かす経験を積み重ねることで、「ねらいに応じた運動
ができる＝知識・技能」の向上に関する指導

本校教諭：主に「思考力・判断力・表現力等」に関わる指導

・挑戦したこと、工夫したことへの称賛機会を増やすことを共通理解

※１ 外部専門家の活用



不安定な地面で動作することで足底感
覚を刺激し、足底部や体幹部の機能を
高めることができる器具。砂や芝の上で
遊ぶ感覚を屋内で、衛生的かつ安全に
実施できる。

「アダプベース」



パイプ椅子や長縄等を用いて柔軟性や調整力を高めるためのアイデアを提供して
いただいた

身近なものを使った運動



難易度を段階的に設定。初めは全員で同じ
内容を行い、段階的に一人一人が内容を選
択するようにした。

「長縄跳び」



板書

２ 中学部「保健体育科」の指導について

＜体つくり運動＞  ②学習効果を上げるための工夫・配慮

※２ 多様な関わりでの振り返り



③成果

・体育が苦手と言っていた生徒が、体育を楽しみに学校に来る

・運動に消極的だった生徒が自分からアドバイスを求める

・「私、こういうの苦手なんです」と言いながらも最後まで取

り組む
↓ ↓ ↓

◎自分なりの関わり方でスポーツに向き合うきっかけとなった

◎青森県特別支援学校総合スポーツ大会への参加意欲がアップ

２ 中学部「保健体育科」の指導について

＜体つくり運動＞



御清聴ありがとうございました
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